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4
支
え
合
い
の
チ
カ
ラ

「なんだか寂しくなってきたね」
住民さんの一言から始まった、
この日は誰かがいる「かようび」
　　　　　　　　　　（通う日）

「なんだか寂しくなってきたね」
住民さんの一言から始まった、
この日は誰かがいる「かようび」
　　　　　　　　　　（通う日）

「なんだか寂しくなってきたね」
住民さんの一言から始まった、
この日は誰かがいる「かようび」
　　　　　　　　　　（通う日）

交流支援

『会い，三さんサロン』
■開催日時：月２回　13：30～15：30ごろまで

■開催場所：真備総集会所・真備総談話室・
市場仮設集会所・みその仮設談話室・
岡田仮設談話室・二万仮設談話室・
柳井原仮設集会所

■令和３年１月現在　全91回開催

「
仮
設
に
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
も
減
っ
て
、
こ
こ

に
お
っ
た
人
ら
も
、
地
元
や
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に
戻
る
ん

で
、
段
々
に
減
っ
て
。
再
建
が
進
ん
ど
る
証
拠
な
ん
じ
ゃ
け

ど
な
ん
か
寂
し
ゅ
う
な
っ
て
き
た
わ
」住
民
さ
ん
が
ポ
ツ
リ
。

そ
ん
な
住
民
さ
ん
の「
つ
ぶ
や
き
」か
ら『
会
い
，三
さ
ん

サ
ロ
ン
』は
始
ま
り
ま
し
た
。

誰
が
来
て
も
来
な
く
て
も
そ
の
日
、
そ
こ
に
は
人
が
い
て
、

３
つ
の「
さ
ん
」で
つ
な
が
り
ま
す
。
仮
設
か
ら
引
っ
越
し
た

方
も
、
ず
っ
と
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
方
も
、
い
つ
で
も
気
軽

に
の
ぞ
き
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
宅
の
再
建
が
進
む
。
喜
ば
し
い
こ
と
な
の
に
一
抹
の
寂
し
さ
も
。

気
持
ち
に
寄
り
添
い
続
け
る
活
動
と
地
域
で
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
テ
ィ
の

再
構
築
な
ど
、
こ
の
章
で
は
被
災
地
に
生
ま
れ
、
継
続
し
て
い
る
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

▲みその仮設での「会い，三さんサロン」
真備支え合いセンターも参加。何気ない会話の中から気づき
やニーズがわかる。

会い，三さんサロン
（倉敷市社会福祉協議会　　
復興支援コーディネーター

通称　ＦＣ）

会い，三さんサロン
（倉敷市社会福祉協議会　　
復興支援コーディネーター

通称　ＦＣ）

ＦＣは被災地でのつながりづくり
居場所づくりを行っています　

（ＦＣの漆原と田渕）

ＦＣは被災地でのつながりづくり
居場所づくりを行っています　

（ＦＣの漆原と田渕）

『会い，三さんサロン』
つながる３つの『さん』

①誰でも「さん」か（参加）OK
②気軽に相談して不安・悩みを
　はっ「さん」（発散）
③「さん」さんごご（三々五々）自由な
　時間に来て、帰ってOK

『会い，三さんサロン』
つながる３つの『さん』

①誰でも「さん」か（参加）OK
②気軽に相談して不安・悩みを
　はっ「さん」（発散）
③「さん」さんごご（三々五々）自由な
　時間に来て、帰ってOK
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とても居心地のいい空間
真備総談話室

　

いつでも開かれている。
マスクを作ったり、手芸をし

たり、テレビを見たり。
わいわい、おしゃべりに花を咲

かせる女性陣、冷やかしにのぞく
男性陣。障がいがあっても、認知
症でも、やんわりと優しい気づ
かいで誰でも寄れる場所でした。

　ＦＣは見た！

市
場
仮
設
と
真
備
総
仮
設
に
関
わ
っ
て

い
た
中
央
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ「
ふ
ら
っ
と
真
備
」の
皆
さ
ん
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
に
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

真
備
総
仮
設
団
地
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

集
っ
た
り
外
へ
出
た
り

す
る
こ
と
や
、
会
う
機

会
も
減
っ
た
住
民
同
士

の
近
況
報
告
も
兼
ね
、

当
時
の
仮
設
連
絡
員
さ

ん
が
回
覧
板
に
し
て
回

し
ま
し
た
。

回
し
終
え
た
も
の
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
へ

お
礼
が
て
ら
送
っ
た
と

こ
ろ
か
ら「
直
接
会
え

な
く
て
も
何
か
つ
な
が

り
合
い
た
い
」と
い
う

気
持
ち
が
お
互
い
に
高

じ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ

ン
の
開
催
へ
と
つ
な
が

り
ま
し
た
。

▲「ふらっと真備」中央大学の学生ボランティアの皆さんから届いた手紙

▲オンラインサロン開催のきっかけになった「つながる回覧」

▲真備総仮設で「ふらっと真備」の学生さんと
オンラインサロン

日赤のボランティアの方々は、避難所支援か

ら継続して、支援を続けています。コロナ禍で

はオンラインを活用し、おしゃべりや健康づく

りができる体制も作ってくれました。また、岡

田仮設団地では子どもも気軽に利用したり、サ

ロン以外でも気になる方を見守るために談話室

を開けたりと、住民同士の優しいコミュニケー

ションが、自然な支え合いにつながっています。

岡田仮設では、日本赤十字社岡山県支部の
ボランティアさんがオンラインサロン。（写真上）

体操もオンラインでできます！（写真下）

ＦＣのつぶやき

コロナ禍での
　つながりの工夫
　オンラインサロン



20

真備町有井に
「おひさま広場※」という

真備を支援するグリーンコープさんと
NPO法人災害支
援団Gorillaさん
が作ったコミュニ
ティスペースが
あります。

ここで毎月１
回第４土曜日に
開催されている
のが「おひさま
マルシェ」です。

マルシェを上手に利用している真
備町内のサロンもあります。

通いの場で作ったものや畑で採れた
ものを売り、サロンの活動費＆個人
の生きがいつくりにつなげています。

仮設住宅での
買い物支援

　ＦＣは見た！

地
元
の
学
生
も
大
活
躍
。

「
私
た
ち
で
も
い
い
の
か

な
？
」
か
ら
「
私
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
」へ
。

参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、

一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と

で
、
気
持
ち
が
若
返
る
と
好

評
で
す
。

長
い
関
わ
り
が
お
互
い
の

関
係
性
を
築
い
て
い
ま
す
。

　　学生パワー
ノートルダム清心女子大学人間生活学科
　　濱崎ゼミの学生さん

▲おしゃべりをしながらのリース作り。
「こりゃあええな」男性も参加しています。

▲地域で行われたオンライン研修会でもスマホの
操作を「教える」スタッフとして大活躍。

▲細かい作業もお手の物の豊岡総合高校生たち。
ランドセルのキーホルダーつくりのワークショップ。

「
こ
ん
に
ち
は
〜
」

「
待
っ
と
っ
た
よ
」

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
時
間
で
す
。

県外からも息の長い支援

兵庫県立豊岡総合
高等学校

　　　　インター
アクトクラブ

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
高
校
生
は

遠
く
豊
岡
市
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。

大
人
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で

い
る
間
に
高
校
生
は

顔
見
知
り
に
な
っ
た

子
ど
も
達
と
個
別
訪

問
へ
。

「
こ
ん
に
ち
は
〜
」

子
ど
も
の
屈
託
の
な

い
声
に
、
部
屋
の
中

に
い
た
住
民
さ
ん
も

思
わ
ず
笑
み
が
。

普
段
は
見
守
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
子
ど

も
達
も
高
校
生
を
従

え
て
、
立
派
な
支
援

者
の
一
員
で
し
た
。

真備自慢
　
　

真備総・市場仮設
団地では「シルバーセ
ンター後楽さん」、柳
井原仮設団地では「グ
リーンビレッジ瀬戸
内さん」が施設の地域
貢献で買い物支援の
ために車を走らせて
くださっていました。

仮設団地だけでな
く、これからも地域
の方と一緒に買い物
支援のしくみづくり
を考えていきたいFC
なのでした。

※『おひさま広場』

地域住民同士の「助けあい・支えあい」による地域でのコミュニティづくりが目的

●コミュニティスペース：330円／3時間

●調理スペース：110円／1時間　　　　　●冷暖房：110円／1時間

仮設団地で

「会い，三
さん」

サロン

【連絡先】倉敷市社会福祉協議会真備事務所

復興支援コーディネーター：田渕・漆原

〒

倉敷市真備町箭田

☎086

「三密」避けながら、「三
さん」の居場所を定期的に開催します。

「寂しい
」「相

談した
い」「情

報が欲しい
」・・・

皆さんのお越しをお待ちして
います！

ノートルダム清心女子大学の

学生と一緒に、簡単な体操

や、書き初め・福笑いなどを

して、楽しい年始めにしませ

んか？

真備総仮設団地
集会所

日時：
月

日 火

：
～

：

書き初め初心者大歓迎！

私たちも初心者です！！

つの≪さん≫で

つながりま
しょう！

①誰でも参加ＯＫ

②気軽に相談して不安・悩みを発散

③三々五々自由な時間にお越しください
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支
援
者
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
住
民
の

方
々
か
ら
も

「
い
つ
で
も
声
か
け
て
ね
」

「
都
合
が
つ
い
た
ら
行
く
よ
」

と
声
が
か
か
り
ま
す
。

建
設
型
仮
設
の
集
会
所
・
談
話
室
が
、
被
災
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
で
も
気
軽
に
来
て
活
躍
で

き
る
場
・
社
会
参
加
の
場
に
な
る
と
い
い
な…

。

思い出の写真に向き合う

岡山スクラップブッ
キングクラブ

▲二万仮設でスクラップブッキング。
この日はおかやまコープの方もボランティアで参加。

▲柳井原仮設でスクラップブッキング

▲真備総仮設集会所でのヨーガの後の茶話会
真備総仮設では２年以上、ほぼ毎週金曜日
ヨーガの時間。おなじみさんの顔がそろい
ます。 ▲みその仮設でヨーガ

▲市場仮設でヨーガ

途切れず関わり
続けてくれる安心感

日本ヨーガ協会

フレイル予防

　体操＆健康管理

健康づくり
教室

仮設団地で支援活
動を

　　　続けている
団体

★こころステーション＆裏千家
淡交会青年部東中国ブロック
「いっぷくかふぇ」

★中国臨床宗教師会
「カフェ・デ・モンク」
お坊さんのいる傾聴の喫茶

★グリーンコープ生活協同組合
おかやま

★おたがいさまプロジェクト
「さんさんリフレッシュサロン」

★CAPPO
おしゃべりサロン
みその仮設団地
談話室にて

★おかやま
コープ
「サロン・
　　訪問活動」

★災害ボランティア
加西らかん
「刃物砥ぎ」

★シルバーセンター
後楽「楽笑会」
真備総仮設団地
集会所にて
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学ぶまび発！新しい地域づくりを考えるフォーラム

集う
癒す楽らく寄合所

ここからの活動紹介は平成30年度に日本生活協同組合連合会よりいただいた被災地支援金
を活用して実施した、地域の交流の場・新たな仕組みづくりの活動です。
ここからの活動紹介は平成30年度に日本生活協同組合連合会よりいただいた被災地支援金
を活用して実施した、地域の交流の場・新たな仕組みづくりの活動です。

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
被

災
し
、
み
な
し
仮
設
住
宅

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
に
、
誰
か

と
一
緒
に
あ
た
た
か
い
ご

飯
を
食
べ
な
が
ら
交
流
と

情
報
交
換
が
で
き
る
場
所

を
提
供
し
た
い
。

居
酒
屋「
楽
ら
く
」の
店

舗
を
活
用
し
た
、
こ
ど
も

食
堂「
楽
ら
く
寄
合
所
」は

そ
ん
な
思
い
か
ら
開
設
さ

れ
、
食
事
や
お
し
ゃ
べ
り

を
通
し
て
孤
立
し
が
ち
な

時
期
に
被
災
者
と
地
元
住

民
の
つ
な
が
り
と
元
気
を

与
え
ま
し
た
。

「
大
き
な
災
害
を
経
験
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
真

備
町
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
意
識
し
て
今
か
ら
み
ん
な
で
動

き
始
め
よ
う
」

そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
、
被
災
後
の
地
域
住
民
と
行
政
と
地
域
の
事
業
所
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

■開催日：令和元年７月12日（金）　15：00～16：30

■会　場：真備公民館　箭田分館　集会室

■参加者：60名

■内　容：地域づくり実践発表、パネルディスカッション

■主　催：小規模多機能ホームぶどうの家真備

■開催日：全21回開催（毎月第３日曜日）

■会　場：いざかや楽らく

■参加者：のべ約550名

■内　容：こども食堂、情報交換、相談支援等

■主　催：楽らく寄合所

▲真備町で新しい地域づくり

を目指すため、住民も事業

所もみんなで協働すること

を確認するフォーラムとな

りました。

▲

▲

こども食堂の活動を終えた後も、

失業した被災者と共に就労継続

支援B型「ひかり工房」を立ち

上げ、障がいのある人の活躍と

地域交流の場所となっています。
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災
害
に
よ
り
、
地
域
で
行

わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
る
な
か
、
復
興
に
向

け
て
何
よ
り
大
切
な
地
域
の

人
と
心
の
つ
な
が
り
を
取
り

戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
て「
く

れ
せ
宵
ま
つ
り
」が
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
、

地
域
の
み
ん
な
が
参
加
出
来

る
よ
う
に
、
準
備
や
計
画
の

段
階
か
ら
、
地
域
の
様
々
な

団
体
や
企
業
、
被
災
地
支
援

団
体
に
も
参
加
と
協
力
を
要

請
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
で

つ
な
が
り
、
み
ん
な
で「
呉
妹

を
元
気
な
ま
ち
に
し
て
い
こ

う
」と
い
う
意
識
が
高
ま
り
ま

し
た
。

集うくれせ宵まつり

学ぶ
遊ぶ　夏休み宿題大作戦！！

夏
休
み
を
活
用
し
て
子
ど
も
達
が
子

ど
も
ら
し
く
、「
思
い
っ
き
り
遊
び
」

「
勉
強
も
し
て
」「
思
い
出
を
た
く
さ

ん
つ
く
る
こ
と
」を
目
的
に「
ぶ
ど
う

の
家
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
」を
会
場
と
し
て

全
７
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
相
手
で
あ
り
、
宿
題
を
教
え

る
の
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域

の
お
じ
ち
ゃ
ん
と
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
。

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
支
援
が
地
域

み
ん
な
を
つ
な
ぐ
活
動
に
広
が
り
ま
し

た
。

■開催日：令和元年８月４日（日）　17：00～20：30

■会　場：まきびさくら公園

■内　容：気球の夜間係留フライト
竹あかり点燈・芥川高校和太鼓演奏
呉妹小学校生徒によるソーラン節
白壁町家ライブ、屋台・出店等

■主　催：くれせ宵祭り実行委員会

■開催日：令和元年７月14日（日）・７月15日（月・祝）・
７月21日（日）・８月５日（月）・８月７日（水）・
８月21日（水）・８月25日（日）

■会　場：ぶどうの家BRANCH

■参加者：のべ155名

■内　容：宿題、レクリエーション、食事づくり等

■主　催：NPO法人ぶどうの家わたぼうし ▲頼れる地域のシニアさんたちも子ども達の学びと

遊びを優しくサポートしてくれた。
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集う
学ぶ呉妹を元気にする会

集うまびフェス

発
災
か
ら
１
年
の
節
目
の
時
期
に
、

住
民
が
音
楽
や
食
事
を
通
し
た
交
流
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
住
宅
再
建
や

地
域
復
興
の
元
気
を
分
け
合
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
ま
び
フ
ェ
ス
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

各
種
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
体

験
や
協
賛
企
業
に
よ
る
足
袋
の
製
造
実
演

体
験
や
学
校
給
食
の
提
供
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
住
民
の

再
会
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ル
呉
妹（
大
人
も
子
ど
も
も
被
災
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
）の
笑

顔
の
た
め
に
呉
妹
地
区
で
若
手
を
中
心
に
立
ち
上
が
っ
た
地
域
の
居
場

所
で
す
。
自
分
の
好
き
な
時
間
で
自
由
に
出
入
り
で
き
る
ス
タ
イ
ル
で

参
加
者
同
士
が
交
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
だ
け
で
な
く
、
参
加

者
か
ら
の
要
望
で
ス
マ
ホ
教
室
を
行
っ
た
り
、
防
災
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

呉
妹
地
区
の
介
護
事
業
所
や
小
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
交
流
を
広
げ
、

現
在
は
復
旧
後
の
呉
妹
分
館
で
地
域
に
元
気
を
発
信
中
で
す
。

■開催日：令和元年４月～　毎月第４火曜日　11：00～15：00

■会　場：デイサービスセンター米寿・呉妹小学校体育館・呉妹分館

■参加者：毎回10名程度

■内　容：おしゃべり・食事会・勉強会・創作活動等、パネルディスカッション

■主　催：呉妹を元気にする会

■開催日：令和元年６月30日（日）　11：00～

■会　場：薗小学校

■内　容：音楽イベント・学校給食の提供・
ワークショップ、防災カフェ、
自衛隊車輌の展示説明会

■主　催：まびフェス実行委員会

▲スマホ教室や災害のお知らせアプリ

の使い方等様々な講座も開催
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集う　竹＆ふれあいフェスタ2019（ふれあい夏祭り）

招くまびの集い　in　老松

こ
れ
ま
で
も
毎
年
開
催
し
て
き
た
、
箭
田
地
区
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
が
、
令
和
元
年
度
の
竹
＆
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
は
運
営
者
、
出

展
者
、
出
演
者
、
来
場
者
の
多
く
が
被
災
者
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
現
在
住
む
場
所
も
バ
ラ
バ
ラ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

長
年
続
い
て
き
た
学
区
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
つ
な
が
り
や
住
民
同
士

が
元
気
を
高
め
あ
う
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は「
ま
ち
が
元
気
に
な
っ

て
い
る
の
を
体
感
で
き
て
、
う

れ
し
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

老
松
学
区
の
ア
パ
ー
ト
に
も
、
真
備
か
ら
多
く
の
被
災
者
が
み
な
し

仮
設
住
宅
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
が「
少
し
で
も
今
い
る
生
活
の
場
で
真
備
の
人
同
士
が
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
老
松
の
住
民
と
交
流
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、「
ま
び

の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

老
松
中
洲
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
支
援
機
関
と
も
連
携
を
は
か
る

こ
と
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
情
報
を
届
け
、
真
備
と
老
松
を
つ
な
ぐ

場
と
な
り
ま
し
た
。

■開催日：令和元年８月24日（土）　15：30～18：30

■会　場：吉備真備駅前広場（ロータリー）・真備支所

■参加者：約3000人が参加

■内　容：そーめん流し・ステージイベント・
模擬店・ポスター展・福引等

■主　催：夏祭り実行委員会

■開催日：令和元年６月26日（水）・10月８日（火）・令和２年１月28日（火）
11：00～13：00

■会　場：老松小学校・老松学区ふれあい会館

■参加者：第１回（11名）・第２回（12名）・第３回（７名）

■内　容：昼食・交流会等

■主　催：老松学区コミュニティ協議会

▲▲老松学区の皆さんと一緒に食事を楽しんだり、

地区の交流の場の情報提供を行いました。

※写真は「倉敷とことこ」より転載しています。

▲現代の吉備真備公を選ぶ選考会

も行いました。
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集う
響く大間ジロー岡山復興応援トークライブ

招くほっと笑待会

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
を
離
れ
て
暮
ら
す
被
災
者
の
方
々
が
、
環
境

の
変
化
に
よ
っ
て
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
人
や
地

域
と
つ
な
が
っ
て
笑
い
合
え
る
地
域
の
居
場
所
が「
ほ
っ
と
笑
待
会
」で
す
。

心
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
心
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、

保
健
師
や
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
被
災
地
支
援
団
体
や
地
域
の

介
護
保
険
事
業
所
等
も
加
わ
っ
て
、
地
域
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

玉
島
地
区
で
被
災
者
と

交
流
の
場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
陶
で
は

「
オ
フ
コ
ー
ス
」の
ド
ラ

マ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

大
間
ジ
ロ
ー
氏
を
迎
え
て
、

岡
山
復
興
応
援
ト
ー
ク
ラ

イ
ブ
が
実
現
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
オ
フ
コ
ー
ス

の
大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
い

う
参
加
者
は
、
憧
れ
の
大

間
さ
ん
と
会
話
し
た
り
、

ド
ラ
ム
を
叩
か
せ
て
も

ら
っ
た
り
と
、
忘
れ
ら
れ

な
い
時
間
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

■開催日：令和元年８月12日（月）
13：30～15：00・18：30～20：00

■会　場：cafe陶

■参加者：60名

■内　容：トークライブの開催

■主　催：cafe陶

■開催日：平成31年３月11日（月）・令和元年５月13日（月）・
７月15日（月）・９月23日（月）・11月18日（月）・
令和２年１月20日（月）

（10：00～13：00）

■会　場：玉島公民館　長尾分館

■参加者：のべ479名

■内　容：食事会・創作活動・情報提供・世代間交流等

■主　催：ほっと笑待会

▲cafe陶では、「笑いヨガ」を毎月

第２・４木曜日10：30～11：30に、

「４ＤＳヨガ」を毎月第３日曜日に

行っています。その他にも各種

イベントを行っています。近くに

倉敷市民貸農園もあります。

▲被災者も支援者もみんなで一緒に集い、しゃべり、食事を楽しむ空間となっています。



27

集うまちいろフェスタ

訪ねる夏色

「
少
し
ず
つ
で
も
い
い
の
で
、
災

害
前
の
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
色

や
ま
ち
の
色
を
取
り
戻
そ
う
」と
い

う
目
的
で
開
催
さ
れ
た
ま
ち
い
ろ

フ
ェ
ス
タ
。

当
日
は
、
真
備
か
な
り
や
保
育
園

の
園
児
や
保
護
者
も
参
加
し
て
様
々

な
防
災
の
体
験
が
で
き
る
防
災
カ

フ
ェ
や
復
興
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ｉ
ｍ
ｉ
ｍ

に
よ
る
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
救
助
犬
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

や
会
場
の
清
願
寺
の
綺
麗
な
お
庭
を

眺
め
な
が
ら
の
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
通
し
て
以
前
の
つ
な
が
り
の
再

構
築
と
こ
れ
か
ら
の
復
興
を
意
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
型
仮
設
団
地
へ
の
入
居
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
様
々
な
支

援
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
建
設
型
仮
設
団
地
で
の
交
流

の
場
を
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
柳
井
原
仮
設
団
地
や
二
万
仮
設
団

地
を
中
心
に
活
動
を
継
続
し
た「
夏
色
」も
そ
の
一
つ
で
す
。
支
援
物

資
の
提
供
や
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
笑
い
ヨ
ガ
な
ど
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
金

光
学
園
木
綿
崎
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
）も
参
加
し
て

住
民
の
日
々
の
交
流
の

入
り
口
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

■開催日：令和元年11月13日（水）　12：20～16：00

■会　場：清願寺

■参加者：190名

■内　容：住職による法話・音楽ライブ
防災カフェ・災害救助犬ふれあいコーナー

■主　催：マチノイロ実行委員会

▲夏色の活動は、学生ボランティアも加わって、みんなで

歌っておどって、いつも笑いに包まれます。

■開催日：令和元年 ８ 月24日（土）　11：00～12：00
　　　　12月21日（土）　10：00～14：00

■会　場：柳井原仮設団地・二万仮設団地・二万分館

■内　容：交流サロン・クリスマスミニフェスティバル

■主　催：夏色

▲復興アーティストのｉｍｉｍは、発災当初から真備町でボランティア

活動を続けながら、歌声で元気を届けてくれました。

▲煙体験ハウスで防災の勉強もできました。

▲参加者とおしゃべりをしながら、

画家のボランティアさんが似顔絵

をプレゼントしてくれました。
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集うがんばっているよ！川辺復興祭

集う服部にこにこサロン

服
部
地
区
で
も
、「
こ

れ
ま
で
一
緒
に
地
域
で
生

活
を
し
て
き
た
人
た
ち
が
、

以
前
の
よ
う
に
交
流
で
き

る
場
が
必
要
」と
い
う
思

い
か
ら
、
被
災
後
わ
ず
か

２
か
月
後
に
は
、
地
域
の

工
場
跡
地
や
自
宅
を
活
用

し
た
交
流
の
場「
服
部
地

区
集
い
の
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

真
備
公
民
館
服
部
分
館

の
改
修
工
事
も
終
わ
り
、

新
た
に「
服
部
に
こ
に
こ

サ
ロ
ン
」と
し
て
、
様
々

な
機
関
の
協
力
や
参
画
の

も
と
、
地
域
の
み
ん
な
が

笑
い
、
学
び
、
見
守
り
合

え
る
拠
点
と
し
て
活
動
を

継
続
中
で
す
。

川
辺
地
区
の
小
学
校
や
幼
稚

園
、
分
館
が
復
旧
し「
地
域
の

子
ど
も
達
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら

の
地
域
を
皆
で
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
」と
い
う
意
識
を
高
め
る

場
と
し
て
川
辺
復
興
祭
を
企
画

し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

大
人
数
が
集
ま
る
復
興
祭
は
延

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の

宝
物
で
あ
る
子
ど
も
達
に「
お

か
え
り
」の
意
味
を
込
め
て
、

お
菓
子
や
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
や

姿
が
川
辺
学
区
を
さ
ら
に
元
気

に
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

■開催日：令和２年１月～３月にかけて

■会　場：川辺小学校・川辺幼稚園

■内　容：川辺地区の園児・児童おかえり歓迎会

■主　催：がんばっているよ！川辺復興祭

▲久しぶりの再会。ここから新しい地域交流がスタートします。

■開催日：令和元年10月14日（月）より
毎月第２・４月曜日に開催
10：00～15：00

■会　場：真備公民館　服部分館

■参加者：毎回約25名

■内　容：おしゃべり・食事会・手芸・
レクリエーション・勉強会等

■主　催：服部にこにこサロン
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集う有井女子会

学ぶ
集うまびマルシェ　in　箭田分館

末
政
川
の
決
壊
箇
所
の
す
ぐ
近
く
に

あ
る
地
域
の
拠
点
、
下
有
井
公
民
館
は
、

奇
跡
的
に
わ
ず
か
な
補
修
で
建
物
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
被
災
当
初
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
地
区
拠
点
と
し
て
、

そ
し
て
、
そ
の
後
は
、
地
域
住
民
が
気

軽
に
集
い
、
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
と
し
て
こ
の
公
民
館
は
と
て
も

大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
災
か
ら
４
か
月
後
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
有
井
女
子
会
も
、
懐
か
し
い
人
と

会
え
る
場
所
、
地
域
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
る
場
所
と
し
て
、
有
井
地
区
の
皆
さ

ん
の
帰
り
と
参
加
を
優
し
く
待
ち
続
け

て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
世
代
が
集
い
、
真

備
町
が
さ
ら
に
良
い
ま
ち
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ

う
、
多
世
代
が
集
い
、
学
べ
る
場
を
ゆ
る
く
つ
く

り
た
い
」と
の
思
い
か
ら
医
療
・
介
護
の
専
門
職

チ
ー
ム
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
実
施
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

基
調
講
演
講
師
の
内
藤
い
づ
み
先
生
は
、
在
宅

ホ
ス
ピ
ス
の
経
験
を
通
し
て
地
域
で
生
き
続
け
る

意
味
と
魅
力
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き
る
だ
け
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
復
興
を
み
ん

な
で
一
緒
に
と
り
く
む
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

■開催日：毎月第３木曜日　13：30～15：00

■会　場：下有井公民館

■参加者：有井地区の女子約30名

■内　容：おしゃべり・食事・手芸・勉強会等

■主　催：有井女子会

■開催日：令和元年11月３日（日）　11：00～15：30

■会　場：真備公民館　箭田分館

■内　容：基調講演・模擬店・ステージ発表

■主　催：内藤いづみ先生を真備に迎える会実行委員会 ▲内藤先生のお話にみんなが引き込まれ、みんな

が住み慣れた地域の大切さを再確認しました。

▲女子たちの笑顔と楽しいおしゃべりが会場いっぱいに広がっています。
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集う真備の集い　in　水島

集う呉妹富士

「
呉
妹
地
区
が
こ
れ
か
ら
元
気
を
取
り
戻

し
て
い
く
た
め
に
は
ま
ず
私
た
ち
が
元
気
で

い
な
い
と
！
」

改
修
工
事
が
終
わ
っ
て
新
し
く
な
っ
た
呉

妹
分
館
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
で

話
し
合
い
な
が
ら
、
毎
週
１
回
は
顔
を
あ
わ

せ
て
、
会
話
を
楽
し
み
、
体
を
動
か
す
通
い

の
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
の
名
前
は
呉

妹
地
区
を
見
守
る
山
の
愛
称
と
同
じ「
呉
妹

富
士
」。
時
に
は
み
ん
な
で
食
事
を
楽
し
み
、

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
切
に
す
る
ま
さ
に
元

気
を
発
信
す
る
通
い
の
場
で
す
。

今
の
生
活
の
場
で
あ
る
水
島
地
区
で
、

出
会
い
や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
少
し

で
も
元
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。
そ
ん

な
思
い
か
ら
、
水
島
地
区
愛
育
委
員
会
主

催
の「
真
備
の
集
い
in
水
島
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

愛
育
委
員
な
ら
で
は
の
発
想
で
、
参
加

者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応
じ
、

美
味
し
い
食
事
を
食
べ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
脳
ト
レ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
も
披
露

し
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
の
開
催

と
な
り
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

心
あ
た
た
ま
る
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

■開催日：令和元年12月６日（金）

■会　場：水島支所　５階大会議室

■内　容：健康測定・健康相談・食事・交流会

■主　催：水島地区愛育委員会

▲水島地区の愛育委員の皆さんが日ごろ練習しているフラダンスを

披露してくれました。

■開催日：毎週火曜日　9：00～11：00

■会　場：真備公民館　呉妹分館

■参加者：毎回約20名

■内　容：体操・レクリエーション等

■主　催：呉妹富士

▲みんなで一緒に体操をするから継続できるし、一体感が生まれます。

▲コロナ禍で体操後の茶話会は中止。再開が待ち望まれます。
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招く富田高齢者のつどい

集うまびまぁるの会

こ
れ
ま
で
は
、
学
区
の
高
齢
者
を
対

象
に
開
催
し
て
い
た「
高
齢
者
の
つ
ど

い
」で
し
た
が
、
せ
っ
か
く
み
ん
な
が

交
流
し
、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ら
、

真
備
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
招
待
し
て
、

少
し
で
も
元
気
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら

い
た
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
当
日
は
送
迎
バ

ス
を
用
意
し
て
、
真
備
町
の
方
を
お
迎

え
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
み
ん
な
で
一

緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の「
ご
招
待
」は
前
年
度
も
行
わ
れ
て

お
り
、
２
年
続
け
て
参
加
さ
れ
た
方
は

「
前
の
年
に
と
て
も
楽
し
く
笑
顔
に
な

れ
た
の
で
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
来
ま

し
た
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
真
備
町
を
離
れ
て
暮
ら
す
、

み
な
し
仮
設
住
宅
在
住
者
を
主
な
対
象
に
、

こ
れ
ま
で
も
継
続
し
て
定
期
的
な
サ
ロ
ン
活

動
を
実
施
し
て
き
た
ま
び
ま
ぁ
る
の
会
。
被

災
者
の
声
は
、「
な
か
な
か
情
報
が
届
か
な

い
」「
自
分
だ
け
が
ポ
ツ
ン
と
生
活
を
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
」な
ど
の
不
安
や
悩
み
が
多

く
、
そ
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
交
流
に
よ
っ

て
軽
減
で
き
る
よ
う
様
々
な
工
夫
を
し
な
が

ら
復
興
に
向
け
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

12
月
に
は
音
楽
と
食
事
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

■開催日：令和元年12月８日（日）　10：30～14：30

■会　場：富田小学校体育館

■参加者：約250名

■内　容：落語・笑いヨガ・和太鼓・神楽・
健康測定・健康体操等

■主　催：富田愛育委員会・富田地区社会福祉協議会

■開催日：月１回不定期開催　13：30～16：00

■会　場：くらしき健康福祉プラザ・川辺分館等

■内　容：おしゃべり・食事・レクリエーション等

■主　催：まびまぁるの会

▲富田と真備のつながりがさらに深まるイベントになりました。
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集う復興イベント三世代ふれあい広場

動くたけのこ

災
害
前
か
ら
地
域
で

行
っ
て
き
た
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
サ
ロ

ン
活
動
で
し
た
が
、
集

ま
る
拠
点
や
サ
ロ
ン
で

使
用
し
て
き
た
備
品
も

使
え
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
地
域
か
ら

は
再
開
を
望
む
声
も
多

く
あ
り
、
岡
田
分
館
の

改
修
を
終
え
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で「
た
け
の
こ
」の

活
動
も
再
開
し
ま
し
た
。

体
操
は
主
に
「
百
歳
体

操
」
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒

に
体
を
鍛
え
、
そ
の
後

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り

を
す
る
の
も
大
切
な
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
住
民
同
士
が
集
ま
り
、
顔
を
あ
わ
せ
て
語
り
合
う
こ
と
が
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
場
を
学
区
を
あ
げ
て
み
ん

な
で
作
ろ
う
」と
い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
た「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
広
場
」。

令
和
元
年
度
は
８
月
と
11
月
の
二
回
開
催
し
、
い
ず
れ
も
た
く
さ
ん
の

住
民
が
参
加
し
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
発
災
以

来
、
初
め
て
顔
を
あ
わ
せ
再
会
を
喜
ぶ
姿
、
元
気
に
走
り
回
る
子
ど
も
達

の
姿
、
響
く
笑
い
声
に
こ
れ
か
ら
の
薗
の
未
来
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

■開催日：令和元年 ８ 月18日（日）　16：00～19：00
　　　　11月17日（日）　10：00～13：00

■会　場：薗小学校

■内　容：模擬店・ステージ発表・作品展示等

■主　催：薗地区まちづくり推進協議会

▲校庭中庭ではゲストの皆さんが元気な踊り

を披露してくれました。

■開催日：毎週金曜日　午後から

■会　場：真備公民館　岡田分館

■参加者：毎回約20名

■内　容：おしゃべり・体操等

■主　催：岡田体操教室「たけのこ」

▲地域の様々な団体が、模擬店やゲームなどを分担し

チームワークの良さがうかがえました。
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学ぶ創ろう！防災ネットワーク

集う下有井ふれあい会
話し
合う

下有井町内会
研修会・交流会

「
下
有
井
の
地
域
み
ん
な
が
一
緒
に
交
流
で
き
る
場
を

つ
く
り
た
い
」と
の
声
か
ら
始
ま
っ
た「
下
有
井
ふ
れ
あ

い
会
」。

会
を
実
施
す
る
た
め
に
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

新
し
い
担
い
手
や
協
力
者
も
多
く
仲
間
に
加
わ
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

当
日
は
交
流
を
心
待
ち
に
し
た
住
民
が
た
く
さ
ん
来

場
さ
れ
、
公
民
館
も
末
政
川
の
河
川
敷
に
も
た
く
さ
ん

の
人
の
輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

災
害
に
負
け
な
い
つ
な
が
り
と
災
害
に
つ
よ

い
防
災
の
仕
組
み
づ
く
り
を
住
民
み
ん
な
で
考

え
、
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
れ
か
ら
の

自
主
防
災
組
織
や
町
内
会
の
活
動
に
つ
い
て
学

び
、
話
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
避
難
場
所
や
町
内
会
連
絡
網
等
に
つ

い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
今
後
の
地
域
活
動

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
災
害
を
経
験
し
た
芥
川
高
校（
大
阪
北
部

地
震
）、
矢
掛
高
校（
西
日
本
豪
雨
）、
伊
具
高
校（
台
風
19
号
災

害
）の
学
生
た
ち
が
、
そ
の
体
験
か
ら「
自
分
た
ち
も
復
興
を
支
援

す
る
側
に
ま
わ
り
た
い
」と
い
う
気
持
ち
か
ら
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
目
的
と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
若
く
、
元

気
な
支
え
合
い
の
芽
が
県
を
超
え
た
大
き
な
つ
な
が
り
や
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
期
待
さ
れ
ま
す
。

■開催日：令和２年３月22日（日）　
10：00～13：00

■会　場：下有井公民館

■参加者：31名

■内　容：研修会～各自で作成する防災行動計画～・
自主防災組織について・交流会

■主　催：下有井町内会

■開催日：令和元年度３回開催

■会　場：下有井公民館

■内　容：おしゃべり・健康チェック・食事

■主　催：下有井ふれあい会実行委員会

■開催日：令和２年２月11日（火・祝）

■会　場：矢掛町町家交流館

■参加者：19名

■内　容：高校生による災害の体験・活動報告、意見交換会

■主　催：創ろう！防災ネットワーク実行委員会
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集う宮田団地の住民の集い

学ぶ絆を深める会

ここからの活動紹介は令和２年度に岡山県共同募金会から配分された被災地復興支援の
活動助成金を活用して実施した、地域の交流の場・新たな仕組みづくりの活動です。
ここからの活動紹介は令和２年度に岡山県共同募金会から配分された被災地復興支援の
活動助成金を活用して実施した、地域の交流の場・新たな仕組みづくりの活動です。

原
田
団
地
の
自
治
会
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
地
域
の
交
流
の

場
・
学
び
の
場
で
す
。
災
害
に
強
く
、
住
民
に
優
し
い
団
地
を
み
ん

な
で
作
り
あ
げ
る
た
め
、
避
難
訓
練
や
防
災
に
関
す
る
勉
強
会
、
要

支
援
者
の
た
め
の
介
護
教
室
や
、
地
域
の
美
化
活
動
・
サ
ロ
ン
活
動

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

11
月
に
開
催
し
た
交
流
会
で
は
、
原
田
団
地
だ
け
で
な
く
集
い
の

場
を
持
た
な
い
近
所
の
町
内
に
も
声
か
け
を
し
て
、
絆
を
い
っ
そ
う

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

被
災
す
る
前
は
、
い
つ
も
の
集
会
所
で
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
が
集
ま
る
こ

と
が
日
常
で
し
た
。
突
然
の
災
害
で
、
自
宅
や
ご
近
所
さ
ん
と
離
れ
て
生

活
を
す
る
な
か
で
、「
み
ん
な
と
会
い
た
い
」「
ゆ
っ
く
り
と
こ
れ
か
ら
の

こ
と
を
話
し
た
い
」と
い
う
声
が
あ
が
り
、
住
民
同
窓
会
が
企
画
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
地
域
を
み
ん
な
で
も
う
一
度
作
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
も
大
切
で
す
し
、
災
害
に
強
い
仕
組
み
や
意
識
を
築
い
て

い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
編
の
た
め
、
宮
田
団
地
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
は
、

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

『町内会再結成
　　　　についての会議』
■開催日：令和２年７月26日（日）　

13：00～

■会　場：真備保健福祉会館３階

■参加者：35名

『宮田団地集会所
　　　　　　お披露目会』
■開催日：令和２年12月20日（日）　

11：00～

■会　場：宮田団地集会所

■参加者：33名

▲「再会の集い」久しぶりに町内の皆が顔を合わせました。 ▲防災に関する勉強会の様子

▲町内を超えた「ご近所さん」交流会。「久しぶり」「これからまたよろしくね」

▲集会所完成お披露目会。みなし仮設から

戻った住民さんが一言。「ドアを開けたら

知った顔にあえるのが嬉しい」

町内会再結成にむけた住民会議。

▲

満場一致で再結成決定。
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磨く真備町写真洗浄＠あらいぐま岡山

祈るいのりんジャパン

ま
ち
の
大
部
分
が
水
に
飲
み
込
ま

れ
た
真
備
町
で
は
、
家
屋
だ
け
で
な

く
大
切
な
思
い
出
も
ま
た
、
水
や
泥

に
浸
か
っ
て
被
災
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「『
思
い
出
』を
取
り
戻
し
、『
こ
れ

か
ら
』を
目
指
す
お
手
伝
い
を
し
た

い
」そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
、

写
真
洗
浄
の
活
動
は
多
く
の
方
の
共

感
と
参
加
を
得
な
が
ら
、
２
年
を
越

え
、
写
真
洗
浄
が
新
し
い
地
域
住
民

の
活
躍
の
場
や
、
出
会
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
、
新
規
の
依
頼
も
あ

る
な
か
で
、
最
後
の
１
件
ま
で
取
り

こ
ぼ
し
が
無
い
よ
う
に
写
真
と
被
災

者
の
心
を
救
い
た
い
」

磨
か
れ
て
い
く
写
真
と
地
域
の
関

係
に
、
こ
れ
か
ら
の
真
備
が
見
え
て

き
ま
す
。

い
の
り
ん
ジ
ャ
パ
ン
は
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
被
災
地
支
援
活
動

を
き
っ
か
け
に
設
立
し
た
団
体
で
す
。

発
災
当
初
か
ら
、
被
災
家
屋
の
片
づ
け
や
、
地
域
住
民
と
協
働
で
取
り

組
ん
だ
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
竹
林
整
備
等
様
々
な
寄
り
添
い
支
援
を
展
開

し
て
お
り
、
そ
の
支
援
は
倉
敷
に
限
ら
ず
県
外
の
被
災
地
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
活

動
が
制
約
さ
れ
る
な
か
、
真
備
町
の
住
民
に
向
け
、
手
作
り
マ
ス
ク
や
除

菌
水
を
配
布
し
た
り
、
建
設
型
仮
設
団
地
で
の
作
業
支
援
を
行
う
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
安
心
と
元
気
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

これまでの活動実績
■写真の預かり件数：534件

■処置後の返却件数：459件

■処置枚数：約30万枚

■活動日数：272日

■活動参加人数：8603名

※令和３年１月17日現在

▲まだまだ使える家電を集めて、被災地へ

届ける。家電収集プロジェクト。

▲真備町のシンボルを守るための竹林保全活動の様子。

▲ 建設型仮設団地の

「よしず」の取り

付けや撤去作業も

お手伝いします。

▲１枚１枚丁寧に、心を寄せながら写真洗浄の作業は続きます。
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学ぶオンライン研修会

偲ぶ坪田地区被災者追悼集会

坪
田
地
区
は
豪
雨
災
害
に
よ
り
４
名
の
命
が
失
わ
れ
た
地
区
で
す
。
地

区
の
全
世
帯
が
全
壊
と
い
う
大
き
な
被
害
と
混
乱
の
な
か
で
、
亡
く
な
っ

た
方
や
家
族
に
対
し
て
お
悔
や
み
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
、
地
域
全
体
の
気
が
か
り
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
一
周
忌
に
あ
た
る
令
和
元
年
７
月
７
日
に
プ
ラ
ザ
坪
田
で
追

悼
集
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
故
人
の
追
悼
が
で
き
た
と
い
う
安
堵
に
加

え
、
懐
か
し
い
住
民
が
再
び
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
地
域
の
つ
な
が

り
を
再
確
認
し
た
そ
う
で
す
。

三
回
忌
に
あ
た
る
令
和
２
年
も
多
く
の

住
民
や
関
係
者
が
集
い
、
坪
田
地
区
復
興

の
意
識
を
地
域
全
体
で
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
す
る
な
か
、
被
災
地
で
の
交
流
の
あ

り
方
や
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に
も

「
新
し
い
生
活
様
式
」が
求
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
、
会
え
な
い
な
か
で
も
情

報
を
届
け
、
顔
を
見
な
が
ら
お
し
ゃ
べ

り
や
交
流
・
会
議
が
行
え
る
よ
う
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
勉
強
会
を
行
お
う

と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り

ま
し
た
。

は
じ
め
は「
ス
マ
ホ
な
ん
か
さ
わ
っ
た

こ
と
も
な
い
わ
ぁ
」と
自
信
が
な
か
っ
た

高
齢
の
参
加
者
も
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
色
々
な
機
能
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
に
強
い
、
大
学
生
や

企
業
等
と
の
関
係
も
深
ま
り
、
新
し
い

「
つ
な
が
り
様
式
」と
な
り
そ
う
で
す
。

■開催日：令和２年11月～　毎週月曜日（全７回）

■会　場：ぶどうの家BRANCH

■参加者：毎回約５名

■内　容：「スマホ教室」
受講者にあわせてプログラムを作成

■主　催：ぶどうの家BRANCH「スマホ教室実行委員会」

▲研修会に参加された方が次は先生になって、学びが広がる

ことも期待されます。

■開催日：令和２年７月５日（日）　
10：00～

■会　場：プラザ坪田

■参加者：約60名

■内　容：被災者追悼集会

■主　催：坪田町内会

▲様々な祈りと誓いを込めて。
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啓発サロンへつながる種まき事業

彩る真備町地域活性応援隊～竹あかり～

地
域
住
民
と
協
働
し
な
が
ら
、
被
災
家
屋
の
片
づ
け
や
、
竹
林
の
整
備
支

援
、
竹
灯
籠
の
作
成
等
を
通
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
感
動
や
元
気
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
る
の
が「
真
備
町
地
域
活
性
応
援
隊
〜
竹
あ
か
り
〜
」で
す
。

家
屋
修
繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
竹
あ
か
り
」

は
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
や
す
い
夜
、
主
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

竹
灯
籠
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
た
め
に
竹
の
お
も
ち
ゃ
や
、
竹
貨（
竹

の
コ
イ
ン
）な
ど
も
制
作
し
て
い
ま
す
。

真
備
の
夜
を
彩
る
竹
灯
籠
の
や
さ
し
い
灯
は
、
被
災
者
に
心
を
寄
せ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
前
を
向
い
て
復
興
を
目
指
す
住
民
が
織
り
な
す
色
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

▲新型コロナウイルス感染症の収束を願って、

「あまびえ」の竹灯籠神輿も製作しました。

地
域
の
住
民
が
少
し
ず
つ
戻
り
、
家
屋
の
修
繕
が
一
息
つ
い
て
い

く
な
か
で
、「
今
ま
で
の
交
流
を
再
開
し
た
り
、
新
た
に
茶
話
会
な
ど

は
開
き
た
い
が
、
音
頭
を
と
る
の
が
大
変
で
、
な
か
な
か
実
現
で
き

な
い
」と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
思
い
を
受
け
、
交
流
の
場
づ
く
り
を
希
望
す
る
地
域
に
出

向
き
、
再
開
に
向
け
た
支
援
と
き
っ
か
け
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る

心
強
い
活
動
が「
サ
ロ
ン
へ
つ
な
が
る
種
ま
き
事
業
」で
す
。

『呉妹分館周辺の
　　高齢者の集いの場』
■集まって楽しむ習慣作り２回

■場所：呉妹分館

■内容：スクラップブッキング・
おしゃべり

『本郷地区住民の
　　　　　集いの場』
■集まって楽しむところからサロン

立ち上げまでの６回をサポート

■場所：本郷公会堂

■内容：茶話会・体操・折り紙・
スクラップブッキングなど

▲真備の子どもたちとキャンプを企画

竹で作った水鉄砲に大はしゃぎ！

「集まって、

こんな時間を

過ごすんも

悪うねえなぁ」
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　支える一般社団法人ｅｐｏおかやま笑顔プロジェクト

築く真備・岡田の復興・再生を考える会

真
備
・
岡
田
の
復
興
・
再
生
を

考
え
る
会
で
は
、
住
民
だ
け
で
な

く
国
土
交
通
省
や
、
市
議
会
議
員

も
参
加
さ
れ
、
河
川
工
事
の
進
捗

状
況
の
確
認
や
復
興
・
防
災
の
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

惨
禍
を
後
世
に
伝
承
す
る
方
法
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
ほ

か
、
商
工
会
や
専
門
職
等
、
地
区

を
超
え
た
分
野
に
も
拡
が
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
令
和
３
年
１
月

か
ら
名
称
を「
ま
び
創
成
の
会
」と

改
め
、
引
き
続
き
安
全
な
真
備
を

求
め
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

お
か
や
ま
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
岡
山
県
だ
け
で
な
く
全

国
で
発
生
す
る
自
然
災
害
に
対

し
、
支
援
活
動
を
効
果
的
に
実

施
す
る
た
め
平
時
・
発
災
後
を

問
わ
ず
様
々
な
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
防
災
の
活
動

や
被
災
者
支
援
に
取
り
組
む
支

援
団
体
で
す
。

真
備
町
で
も
建
設
型
仮
設
団

地
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
、
地
域
に
向
け
た
炊
き
出
し

支
援
、
防
災
研
修
会
の
企
画
・

実
施
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
行
わ
れ
た
、
屋
外
で

の
「
星
を
観
る
会
」
で
も
温
か

い
食
事
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

■開催日：毎月第３水曜日　17：30～

■会　場：真備公民館　岡田分館

■参加者：約30名

■内　容：復興、防災の検討・情報共有

■主　催：真備・岡田の復興・再生を考える会
（現「まび創成の会」）

「星を観る会」

▲

での炊き出し

の様子。

▲岡山から県外の被災地へ支援と元気を届ける活動も継続しています。
▲少しひんやりした夜にあたたかい

食事がとても喜ばれました。

▲いろいろな立場の方が参加をして、たくさんの復興に

向けた熱意が集まる場となっています。
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誓う真備追悼復興二年式

結成まび男性介護者の会

豪
雨
災
害
か
ら
２
年
を

迎
え
る
の
を
前
に
、
真
備

町
の
復
興
支
援
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
多
数
の
団

体
が
連
携
し
て
、「
真
備

追
悼
復
興
二
年
式
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
災
害
か
ら
ど
れ
だ
け

時
間
が
経
過
し
て
も
忘
れ

て
は
い
け
な
い
出
来
事
や

失
わ
れ
た
命
を
ふ
り
か
え

り
つ
つ
、
み
ん
な
で
未
来

を
描
き
な
が
ら
歩
き
た
い

…

」追
悼
の
想
い
と
元
気

な
ま
ち
へ
の
復
興
の
誓
い
、

両
方
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

花
火
と
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン

を
空
高
く
あ
げ
ま
し
た
。

「
介
護
の
苦
労
は
体
験
し
た
者
で
な
け
れ
ば
理
解
し
て
も
ら
い
に
く
い

気
が
す
る
」「
男
性
が
気
軽
に
出
掛
け
て
介
護
の
悩
み
を
話
し
た
り
、
助

言
し
あ
う
場
は
な
か
な
か
無
い
」「
被
災
で
、
生
活
環
境
が
変
わ
り
介
護

の
負
担
が
増
え
、
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
る
一
方…

」

そ
ん
な
男
性
介
護
者
の
情
報
交
換
、
気
分
転
換
の
場
と
し
て
こ
の
会
は

始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
地
域
は
限
定
せ
ず
、
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
男
性
、
過
去

に
介
護
経
験
の
あ
る
男
性
な
ら
、
被
災
の
有
無
、
悩
み
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

町
内
外
の
専
門
職
の
方
な
ど
、

支
援
者
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。

介
護
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
、
隔
月
に
集
い
、

同
じ
経
験
を
持
つ
仲
間
と
話
し

合
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と

と
も
に
、
介
護
の
工
夫
や
知
識

な
ど
の
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。

■開催日：令和２年７月４日（土）　

■会　場：高梁川河川敷

■参加者：約200名

■主　催：NPO法人災害支援団Gorilla

■開催日：奇数月第３土曜日　
10：00～

■会　場：箭田分館・
ぶどうの家BRANCHなど

■参加者：男性介護者・ＯＢ・
ボランティア▲ドクターを招いた勉強会。

オンライン開催しました。

▲災害で犠牲となった51名の方に向け、同じ数だけ

鎮魂の花火を、その後コロナ禍を皆で乗り越える

決意を込めてさらに24発の花火を打ち上げました。

▲参加者それぞれの想いを乗せて次々と夜空に上がるスカイランタン。

オレンジ色の温かで優しい光に包まれました。
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寄り
添うチーム山本

集う
竹&ふれあいフェスタ
（ふれあい夏祭）2020招くほっと笑待会

の
大
拡
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

々
次
が
事
行
る
ま
集
が
人
の
く
多
、
か
な

工
を
容
内
や
防
予
染
感
は
り
祭
夏
の
例
恒

き
で
が
と
こ
る
す
催
開
事
無
ら
が
な
し
夫

、
で
か
な
の
禍
ナ
ロ
コ
と
害
災
。
た
し
ま

に
ち
た
人
た
い
て
め
求
を
流
交
の
域
地

。
す
で
う

の
人
る
送
を
活
生
で
宅
住
設
仮
し
な
み

れ
さ
催
開
で
尾
長
島
玉
て
し
と
場
の
流
交

い
て

る

」。

参
と
関
機
援
支
の
く
多
は
で
ま
度
年
昨

い
て
し
画
企
で
式
形
会
事
食
る
よ
に
者
加

型
新
は
度
年
今
、
が
た
し
ま

ロ
コ

ナ
ウ
イ
ルも

方
の
者
災
被
、
ら
が
な
し
を
策
対
の
ス

を
躍
活
て
し
揮
発
を
力
な
意
得
の
等
芸
手

着
密
に
し
ら
暮
、
な
う
よ
る
え
ら
も
て
し

た
し

ロ
サ

催
開
回
１
月
毎
を
ン

い
て
し

。
す
ま

、
は
ん
さ
本
山
つ
持
を
格
資
の
士
災
防

ラ
ボ
災
防
の
部
支
県
山
岡
社
字
十
赤
本
日

も
と
と
間
仲
つ
持
を
志
じ
同
、
は
在
現

に

」

者
災
被
、
し
成
結
を

再
宅
住
、
ら
が
な
き
聞
を
声
、
接
直
ら
か

助
援
の
請
申
種
各
、
掃
清
や
い
伝
手
の
建

。
す
ま
い
て
し
開
展
を
動
活
い
広
幅
ど
な

外
内
県
、
ず
ら
ま
ど
と
に
け
だ
町
備
真

れ
さ
を
加
参
に
的
極
積
も
に
援
支
害
災
の

■開催日：令和２年９月～毎月第２or第３月曜日
9：30～11：30

■会　場：玉島公民館　長尾分館

■参加者：のべ77名

■内　容：手芸・おしゃべり・情報提供等

■主　催：ほっと笑待会

■開催日：令和２年８月22日（土）
15：30～18：30

■会　場：吉備真備駅前広場（ロータリー）・
真備支所

■内　容：ステージイベント・福引等

■主　催：夏祭り実行委員会

■メンバー：６名

■活動回数：528回（真備437回、熊本県36回、岡山市27回、新見市13回、
長野市11回、福島県いわき市4回）

※令和２年12月末現在

■活動内容：・リフォーム前の家屋内外の清掃　・草刈り
・不要物品の廃棄　　　　　　　　・その他、困りごと対応

▲山本さんのトレードマーク

は赤い帽子。

いつも被災者の身近な存在

として活躍をしています。

▲箭田小学校有志による

よさこいソーラン踊り。

▲住宅の壁の取り壊しや床の張替えなど、「チーム

山本」の支援活動の幅はとても広いのが特徴です。
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